
第１章 基本構想について

○ 西部工場は、平成４年度の稼動開始後、29

年経過しており、老朽化が進行しています。

○ 安定的かつ効率的なごみ処理体制を確保す

るうえで、全市的な施設配置バランス等を踏

まえ西部地区に一定規模の施設が必要である

ため、令和３年４月に西部工場再整備の検討

に着手しました。

○ 施設の整備には長期間を要するとともに、

多額の財政負担が生じることを踏まえ、社会

情勢の変化に対応した施設とするため、現西

部工場の有効活用及び新工場の建設の基本的

な考え方を示した「西部工場再整備基本構

想」を策定するものです。

第４章 新工場の基本理念

第２章 福岡市のごみ処理

１

西部工場再整備基本構想 概要

第３章 現西部工場の概要と再整備方法

（１）構想策定の経緯と目的 （２）構想の位置付け

福岡市環境基本計画

循環のまち・ふくおか推進プラン

西部工場再整備基本構想

基本計画
詳細な役割・性能

・基本理念 ・役割 ・性能 ・設備等

(第５次福岡市一般廃棄物処理基本計画)

現西部工場の
有効活用

新工場の建設

基本構想は、環境基本計画及び循環のま

ち・ふくおか推進プランを踏まえ、新工場の

基本理念や役割、性能、設備等についての方

向性等を定めるものです。

項目 設備・施設の仕様
稼動開始 平成４年４月（稼動開始後29年経過）
施設規模 750トン/日（250トン/日×３炉）
処理方式 全連続燃焼式焼却炉（ストーカ式）
工場棟 地上５階、地下２階建、建築面積約10,600㎡
煙突 地上高80m

○ 福岡市ではごみを適正に処理するため、４つの

清掃工場と２つの資源化センターで中間処理を行

い、３つの最終処分場（埋立場）で最終処分を

行っています。

○ 中間処理施設は、バランスよく施設配置するこ

とで効率的なごみの収集運搬を確保するとともに、

各施設の定期修理などによる停止期間をずらすこ

とで、効率的かつ安定的な運用を行っています。

○ 全体の焼却処理量約53.1万トンのうち、西部工

場では約15.2万トン（約29％）を処理しています

（令和元年度実績）。

（１）現西部工場の概要

（２）再整備方法
既存の施設をできるだけ有効活用するために、現西部工場は部分的な更新を行うことで、

稼動年数を目標の35年から５年程度延長し40年程度とします。その後、新工場に移行します。

新工場の基本理念

『高い信頼性と周辺環境への一層の配慮による生活環境の保全に加え、
地域・社会への幅広い貢献を図る』

新工場の基本方針

新工場においては、以下を踏まえた基本理念を掲げ、施設整備・運営を進めていきます。

基本理念を踏まえた具体的な方針として、施設計画、建設及び長期間の運営における目標とな

る３つの基本方針を定めるとともに、その実現に向けた方向性を示します。

○ 福岡市環境基本計画（第三次）における目指す姿である「快適で良好な生活環境のまちづく

り」や「環境の保全・創造に向けた人づくり・地域づくり」

○ 循環のまち・ふくおか推進プランにおける基本方針である「適正処理の更なる推進」

○ 令和２年度(2020年度)に表明した、2040年度を目標とした脱炭素社会の実現へのチャレンジ
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優れた技術の採用などにより、施設の安全性や安定性を向上させ、これまで以上に安心・信頼される
施設とするとともに、効率的な施設運営を目指します。

ごみ処理過程において発生する資源物を回収し、資源化することで、資源循環をさらに推進します。
関係法令等における基準値よりも厳しい運転管理値を設け、環境への影響を低減させます。
周囲の自然景観を生かし、地域に調和した景観づくりに努めます。

実現に向けた方向性

1. 安定的なごみ処理の実現と周辺環境への配慮

ごみ焼却で発生する熱エネルギーを最大限回収するため、廃棄物発電などによる「高効率なエネルギー
回収」を実現します。

場内に再生可能エネルギー発電設備等を積極的に導入することで、自然エネルギーを有効活用します。
場内では発電等によるカーボンフリーなエネルギーを利用するとともに、エネルギー消費量を削減し省エ
ネルギーな施設とします。
発電した電力等の余剰分を外部に供給することで、供給先での温室効果ガス排出量の削減を図ります。

実現に向けた方向性

2. 脱炭素社会実現への寄与

市民が気軽に見学、利活用できる開放スペースを設ける等、長年にわたって地域に親しまれる施設を
目指します。
災害時でも自立稼動が可能な強靭性を確保することで、市域の被災時には、災害廃棄物を処理する
とともに、工場で発電した電力等を活用し防災活動をサポートする拠点の役割を果たします。
ごみ減量など循環型社会づくりに向けた体験型学習の機会を提供することで、ごみ処理への関心や理
解の向上を図ります。また、地球温暖化対策や環境保全などの分野を横断した情報発信や啓発を行
います。

実現に向けた方向性

3. 市民に親しまれ、地域に役立つ施設づくり



第５章 新工場の整備方針

第６章 施設整備スケジュール

（１）建設場所

新工場の施設配置のイメージ

（２）施設配置と形状

建設場所は、現西部工場敷地内の西部資源化センターの場所とします。

ごみの収集場所から工場への運搬効率やインフラ

設備（受電、給排水）の整備状況等を考慮するとと

もに、新工場の建設工事中及び稼動開始後の周辺環

境への影響等に配慮し、建設場所を決定しました。

新工場は、現西部工場と並行に配置します。搬入者がごみの投入を行うプラットフォーム部
は北側(住宅地側)、煙突は南側(山側)に配置し、煙突の高さは現西部工場と同等の80ｍ程度
とします。

現西部工場の敷地写真

プラット
フォーム部

煙突

住宅地

※現時点でのイメージであり、今後変更する
可能性があります

（３）設備

（４）エネルギーの利活用

○災害対応・役割
・災害対応については、施設の強靭化及び災害廃棄物の効率的な処理を行うための施設整備
・防災活動をサポートする拠点としての役割を担うための施設整備

○環境教育・環境学習機会の提供
・ごみ処理に関心を持ってもらい、理解を深めてもらえる見学設備の整備
・地球温暖化対策等、環境全般に関する情報発信及び啓発

○地域との関わり
・周辺地域住民に親しまれる施設を目指すとともに、清掃工場の機能、特性を活用した地域
との関わり

脱炭素社会の実現に向けて、エネルギー回収効率は、既存工場を上回る24%以上に向上させ、
高効率エネルギー回収の実現を目指します。それに加えて、所内エネルギー消費量の削減、再
生可能エネルギー発電設備の導入を行い、温室効果ガスの実質排出量の削減を図ります。

○ 新工場は現西部工場と並行に配置することで、

大規模な造成工事を不要とします。

○ 景観への配慮として、背景となる山並みの眺望

を確保し、景観の保全に努め、周囲の自然を生

かした景観づくりに努めます。

○ プラットフォーム部は、建物高さを比較的低く

できるため、住宅地側に配置し圧迫感を軽減し

ます。

○ 煙突は、山側に配置し高さを80ｍ程度とするこ

とで、圧迫感に配慮します。

新工場

現西部工場

（５）清掃工場の機能や特性を活用した施設づくり
清掃工場の機能や特性を活用し、以下の内容について検討します。

○ 最新技術の採用等により、廃棄物発電などによる高効率なエネルギー回収（24%以上）を目指します。

○ 所内の熱や電気のエネルギー消費量を削減します。

○ 太陽光発電など再生可能エネルギー発電設備を導入します。

○ エネルギー供給先は、現西部工場が供給している施設を基本とし、災害対応や地域との関わりなどを

総合的に勘案し検討します。 （供給先：総合西市民プール、老人福祉センター福寿園、西部３Rステーションなど）

現西部工場は、部分的な設備の更新を実施し、令和13年度(2031年度)頃まで稼動させます。それま

での間に、建設に関わる計画や環境影響評価手続、建設工事等を進め、現西部工場の稼動停止時期に

は、新工場を稼動できるよう整備を進めます。

具体的な工事計画については、詳細な検討を行った上で、基本計画において確定します。

○ 処理方式やその他設備の構成等については、安定性、効率性及び経済性等を総合的に評価し、

基本計画において検討します。

(対象：処理方式、ごみピット、粗大ごみ処理設備、排ガス処理設備など)

○ 炉構成は、現工場と同じ３炉構成とします。

○ 施設規模は、最大で750トン/日とします。（現工場と同等以下）
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※現時点でのスケジュールであり、今後変更になる可能性があります。
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